
浅間神社古墳（大田区）

　　多摩川駅からすぐのここから浅間神社へ少し登って行く





　　左手に進む



　　　補助員が立っている所に出る/正式な参道から撮影



　　　　　鳥居に浅間神社とある



　　　　　いくつもの鳥居がある







　　　　　前方に社殿が見える



　　　　勝海舟直筆の富士講中興の祖「食行身禄（じきぎょうみろく）の碑」とある



　　　社殿の下が後円部で、前方部は社殿の向こう側という





　　　　　　　さまざまな石造物



　　　　　　5世紀末～6世紀初築造の前方後円墳という



　　　　　子産石（子宝石）とある



　　　　　　拝殿、後ろに本殿の千木が見える/ＲＣ造/昭和48年完成/浅間造り

浅間造りとは神社本殿形式の一つで、桁行五間、梁間四間の構造の上に更に社殿を構成する二重構造の神社建築。他の二重構造においても浅間造と言われるという。















　　　左手が拝殿、右手が本殿/本殿の右側が前方部であるが、東横線が通っており、そのほとんどが削られて消滅している

　木々の隙間から、二層になった浅間造の本殿がみてとれる



　　　　都内では唯一の浅間造

インターネットより



　　　　　　この図から左手の東横線の線路で前方部のほとんどが削られていることや後円部に社殿があることが分かる



　　　　　後円部から前方部へ上空から見る/その上方に多摩川台公園の貯水池跡が見える/右手は多摩川駅



　　　　拝殿から参道方向を見る



　　　　社殿左手には多摩川越しに武蔵小杉方面が望める





富士塚であろうか



　展望台まである



　　左手を見る



　　正面を見る



右手は社殿の後ろを走っている東横線



　　緑の矢印
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